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消防庁におけるTwitter活用例

総務省消防庁ホームページ（災害情報）
消防庁ホームページの災害情
報を、Twitter上でつぶやく。

Twitterフォロワー

総務省消防庁Twitter「災害情報タイムライン」

※ この画像は、平成２３年３月１１日、東日本大震災発生時につぶやいた内容の再現です。

資料2-2

・大規模災害時、消防庁がとりまとめている被
害情報を発信する

・災害に関し誤った情報が広まるなど、特に必
要があると思われる場合には、正確な情報を
消防庁が発信する

・上記のほか原則として利用者（フォロワー）か
らのつぶやきに対して、個々の対応はしない

※平常時は消防庁からの報道提供資料等の
内容を発信する
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消防庁におけるTwitter活用例

Twitterフォロワー

＜フォロワーのつぶやく内容（例）＞
・居住地周辺の災害情報を求める意見

・災害対応に関する意見

※大規模災害時

－震度５強以上の地震

－風水害等による死者・行方不明者２０名以上、
全半壊1,000棟以上 等

フォロー

総務省消防庁Twitter「災害情報タイムライン」



消防庁におけるTwitter活用例

◆ ツイートの状況

3/11 15:05 地震を踏まえた最初のつぶやき

○２４時間体制の開始

東日本大震災における消防庁Twitterの対応

3/11 15:10 消防庁ツイッター災害時運用開始

3/11 15:25 津波からの避難の呼びかけ

消防庁におけるTwitter活用例

消防庁被害報 津波への警戒

福島原子力発電所の避難指
示

千葉県市原市のコンビナート火災の
情報

チェーンメールへの注意喚
起

災害伝言ダイヤルの紹
介

計画停電のお知ら
せ

計画停電に当たっての注意
事項

通電火災への注意喚起

緊急消防援助隊の活動状
況

◆ ツイートの内容例



消防庁におけるTwitter活用例

東日本大震災における消防庁Twitterの対応

◆ フォロワーの推移

・15:10の消防庁ツイッターの災害時運用の開始から、リツイートをチェック。

・必要なリツイートについては、現地災害対策本部へ情報提供を行う等の対応実施。

・対応すべきリツイートがなくなるまでの２週間程度、対応を継続。

◆ リツイートのへの対応

発災前 30,000人余

10月7日現在 220,500人

3月14日14:00 約180,000人

3月17日17:00 約200,000人

3月25日08:30 約217,800人

4月 5日18:30 約218,500人

4月22日11:00  約224,700人

発 災

消防庁におけるTwitter活用例

東日本大震災における消防庁Twitterの対応

◆ 運用を振り返っての課題

ツイートにより、災害時に発信する情報の事前整理の必要性

～誰のためにどのような情報を発信するか～

広域災害時の双方向コミュニケーションの困難さ

～寄せられた個別情報への対応～


